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水稲の窒素適量試験について

渡　辺　信　二・渡　辺　和　夫

（山　　形

水田土壌の生産力と窒素施肥の関係を明かにする目的

で農林省の指示により昭和28年から5年間試験を担当

し・その間において2，3の調査を行ったので報告し参
考に供したい．
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2．試　験　設　計

1区3坪4連．品種農林41号，栽植密度　坪56枚，施

肥設計は第1表の証に記載してあるとおりである．

3．年次別の気象と窒素吸収経過

昭和29年は生育初期に，昭和28年は後期に低温寡照で

あり，昭和30年は全般的に極めて高温・多照であり，本圃

第1表　年次別反

県　点　訳）

場は早魅気味であった，従ってこれらの年次は気象条件

の良好な昭和31・32年に比べ第1図に示す如く窒素の最高

吸収は遅れ（昭和28・29年），また少なかった（昭和30年）．

4・収　穫　物

藁重は各年次とも窒素施用丑の多い程大であり，玄米

収量は第1表のとおりであって，時々2貫迄は施用丑に

従って増収しておるが，3・4文の区では倒伏・生育の

遅延などにより減収している．
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第1図　NZX区のN吸収経過

当　玄米　収量（石）

区 年i　28】29l　30

註：1～4yは全量元肥 分施区は0．X4を分施

31　】　32 平 数

重点改善区はNl・X4元肥．0．×2分施，堆肥・珪カル，
各区P205は2．×0　　Ⅹ20は2．×5施用

なお前記の気象条件と関連して玄米収量は昭和28・29

年は低く，昭和31・32年は高まっている．高温・早魅の

昭和30年はその中間で第2表の窒素吸収量に見られるご

とく，早魅により窒素の吸収は少なく妨げられておる点

が明らかである．

窒素の吸収のタイプと収量と気象条件の三者の間には

明らかに関連性のあることが指摘され，昭和31・32年度

深耕

のように出穂期迄に速かに窒素吸収を完了するような経

過を辿ることが好ましいのは当然であって，収量的にも
高まっている．

5年間の平均値では窒素2貫区が最高収量を得たが，

適量の巾は1・5～2・5貢と可成り広い．分施については塩

基吸着力の強い本圃場ではその効果は催いが，適量以下

の1・5貫の分施は2貫の全量元肥に匹敵した．2貫の分
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施は倒伏大で元肥区と大差がなかった．2貫堆肥区も倒

伏大で無堆肥2貫区と大差なく，また重点改善区もこれ

らと同様であった．

5．窒素含有率及び吸収量

成熟期における藁及び籾の窒素含有率を分析し窒素吸

収量を算出すると第2表の如くであって，年次別に見た

場合，収量と窒素含有率及び吸収量の間には明らかな相

関関係は見られなかった．窒素利用率は大体50％以上で

可成り高かった．

第2表　窒素吸収畳並びに窒素利用率

6．窒素施用による増収量

各年次における最高収丑は時々2貿区であったので窒

素2貫施用による増収晶を算出すると第3表の通りであ

って，収量の高い年は増収立も高く両省は時々比例して

いるが，前述の如く年次別に見た場合窒素吸収量と収量

との間には相関がなく，吸収した単位窒素量当りの玄米

生産量が年により著しく臭っている．しかし無窒素区の

収量の高い年は施肥による増収量の高いことが指摘され

る．本試験の施肥は全丑元肥を主体に金属施肥により実

施したのであって，窒素の元肥施用方法・分施の量及び

時期・品種並びに耕種法の総合的な関係については更に

検討の余地がある．

第3衷　窒素2．0貫施用による増収量

吸収Nl‾衰当う

施肥改善事業における土壌型と

稲の生育相について

紺　野　　　亨・若　生　松兵衛

（宮城県農試）

1．日　　　　　的

施肥改善合理化の指針確立に関する調査事業は目下全

国的に実施されて居る．この中で若干の土壌塾が示され

ており，この土壌型の分煩基準の各種要困が水稲の生育

一室巻生産量（亘1

NO　芦N2貫

に如何に作用するかは各地域における気象条件及びその

他の要因によっても多少異なって来るものと考えられ

る．この関係を知ることにより各種土壌の特性に適合し

た合理的な施肥法を確立するのが根本的な問題と考えら

れる．依って昭和31年度より実施中の宮城県古川市附近


